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保全を行うこととなっていた.改修計画Ⅱを発表し

た建設省から,文化関係団体の例会において,この計

画の説明が行われ,文化関係団体側は肯定的な意見

を挙げた48).しかし,住民説明会を開催した際,この

計画を作成・発表した過程に住民を参加させなかっ

たことに,周辺住民から批判が挙った49).それによっ

て,この計画は実施に至らなかった.	 

	 1997（平成9）年に発表された改修計画Ⅲは,樹木

の保全・移植を行い緑保全を行う内容になっている
50).この計画も,その作成から発表までの過程に住民

が参加しておらず,それを一つの理由として周辺住

民は住民組織をつくり51),この計画に対し抗議した.

住民組織は発足の翌月には,建設省に要望書を提出

するなど迅速に行動を開始した52).それ以降,この住

民組織は,現計画の策定されるまで流域住民委員会

の開催する住民部会や改修案についての住民説明会

等も参加し,要望書（計2回）の提出や改修方法の提

案,署名運動など緑保全活動を行った53).住民組織の

活動は,現計画策定まで続いた.	 

	 このことから,周辺住民及び周辺住民以外の熊本

市民から緑の区間が広く認識され好まれていたと考

えられ,また,そのことが各者が計画に反対した理由

であると考えられる.また,各者の治水と緑保全の両

立に関する指摘や環境文化部における例会内で行わ

れた白川改修についての議論は,緑の区間において,

治水と緑保全の両立した整備が検討され,また実際

に緑保全整備が行われている要因になっていると考

えられる.また,住民組織含め住民の主張・活動は,

緑保全のための徹底した検討につながる一つの要因

になっていると考えられ,それは,まず,WGが設置さ

れたところに始まり,植栽の検討として,樹木の生育,

樹木同士の間隔,またその配置など,検討が細部にわ

たっているWGの内容に反映されていると考えられる.

また,WGメンバー吉村氏へのヒアリングでは「整備

前に約200本以上あるすべての樹木を一本一本調査

した」と述べられており,緑保全を意識しているこ

とが分かる.	 

	 

(2) 住民参加の川づくり	 
a) 白川流域住民交流センターの建設	 
	 国交省は,2001(平成13)年に白川流域住民交流セ

ンター（呼称：わくわくランド）を設置した54).	 

	 設置目的55)として,「より多くの流域住民が,白川

に親しみ,白川を理解し,白川をふるさとの川として

愛護していただくために,川に関する情報を住民誰

もが入手できる場所,川に興味のある人誰もが研修

を受けられる施設として設置するもの」とあり,ま

た,田上氏へのヒアリングでは,「国と住民との接点

を作りたかった」と述べられており,白川流域住民

交流センターの設置は住民と国交省の間の隔たりを

解消し,合意形成の取れた川づくりを行うことが理

由だと考えられる.また,交流センターの施設内容に

関しては,流域住民委員会の委員と施設を利用する

住民との意見交換会を開催し,住民との協議のもと

検討されている56).	 

b) 流域住民委員会の設置	 
	 河川法改正後,国交省は,全国で初となる流域住民

委員会を発足した.前項の内容より,緑の区間の川づ

くりに当たって,住民参加が課題となっており,流域

住民委員会では,住民と国との間に入り,住民の納得

する計画を作成するために様々取り組みがなされて

いる.	 

	 まず,発足後,委員長に,作家の光岡明氏が選ばれ

た57).中元氏のヒアリングでは,「光岡氏は,西日本

水害の経験者であり,流域住民委員会の運営やとり

まとめ,外部への広報など含めご協力頂いた.行政で

も河川系の学者でもない方だからこそ,流域住民委

員会がうまく運び,難しい白川の計画を何とか作り

上げることができた.」と述べられており,光岡氏が

熊本県民に広く知られていたことから,合意形成を

含め整備計画をまとめることを期待されての選出と

なったことが明らかになった.また,田上氏のヒアリ

ングでは,「全国109水系の流域住民委員会で,唯一

民間に属した委員長であった.また,流域住民委員会

のその他の委員の選出に関して,行政が入らず,委員

長の光岡氏に選んで頂いた.」と述べられており,住

民主体の流域住民委員会にする工夫が現れている.

また今委員会での議論は原則公開され,報道関係者

によって,その内容が住民に広報された58).	 

	 流域住民委員会は,整備計画を作成する上での最

初のステップとして,白川流域住民の意見を伺う取

り組みを行った.その方法として,流域住民に対する

アンケート,直接住民の意見を聴取する住民部会,住

民提案窓口「オアシス」の設置の3種の意見収集59)

が実施された.	 

	 まず,住民窓口「オアシス」とは,電話及びファッ

クスで白川整備についての意見・提案を聴取するも

のであり,流域住民委員会発足前に先駆けて設置さ

れた.	 

	 次に,流域住民に対するアンケートに関して,土地

改良区及び農業協同組合等の白川により利害関係に

ある団体及び白川沿岸で川に関する活動を行ってい

る団体に当たるもの,また,白川流域住民及び氾濫域

住民に当たる者約12万世帯,を調査対象としてアン

ケート用紙を配布した.さらに,住民部会は,白川河

口から上流の阿蘇まで7地域に分け,計7回開催し,意

見を聴取した.開催以前に,流域住民委員会の小林氏

が,住民部会の部会長として光岡氏から指名され,住

民部会の司会を担当した.	 

	 次に,流域住民委員会は集めた住民意見をもとに

提言書を作成し,それを踏まえ現計画を作成してい

った.また,現計画は白川水系全域にわたる範囲を扱

っているが,最も議論されたのは緑の区間の改修方

法に関することであった.同区間に関しては,流域住

民委員会の会合で何度も議論が行われ,同区間の改

修計画案として2つの案が作成された.それらは、同

区間の周辺住民を招いての意見交換会でたたき台と

して披露されており,他同区間に対して様々な取り

組みが行われている.	 
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c) 市街部親水検討会と市街部利活用検討会の設置	 
	 市街部親水検討会は,景観の専門家が委員長を担

当し,緑の区間周辺の4校区（白川校区3・4町内,城

東校区1町内,碩台校区17町内）から4人の自治会長

が属し,住民との協議のもとで基本方針の決定が行

われた60).また,市街部景観利活用検討会でも同様に

4人の自治会長らは属しており,同会では検討した整

備計画の説明会である分会及び全体会を開催した61).

それらの開催によって,住民が川づくりに参加でき

るようになっており,その会では,検討しやすいよう

にWGで練った整備案を模型に落とし,住民と整備の

議論を行った.	 

	 

(3) 考察のまとめ	 
	 緑の区間は,その場所性や樹木の景観及び環境に
対する認知度の高さがあり,周辺住民や周辺住民以
外の人々に価値あるものと認識されていた.それに
よって,地元新聞社や文化関係団体,識者らによる当
初の整備計画の反対,またそれが,治水と緑保全の両

立に関する指摘や文化関係団体における会議内での

白川改修についての議論が起きるきっかけとなり,

治水と緑保全の両立をした整備方針に切り替わり,

つまり,現在の緑の区間整備を形作ったと言える.ま

た,住民組織含め周辺住民の主張によって,WGでは既

存の樹木を移植し,極力活かすことを重要視し,樹木

の詳細な部分まで焦点が当てられることにつながっ

たと考えられる.それは,通常,移植はクレーンを使

って行うが,樹齢100年を超すクスノキが2本あった

ことから,樹木への負担を軽減するため,立曳き工法

を用いた樹木移植が行われている部分62)に,顕著に

反映されている.	 

	 また,住民を川づくりに参加できるよう,国交省と

して様々な工夫がなされた.まず,白川流域住民交流

センターを設置し,白川の情報を公開し,市民に川を

知ってもらおうとする工夫がなされた.また,流域住

民委員会では,現計画作成及び緑の区間の改修方法

に流域住民の意見を反映させるために,住民部会の

開催やアンケート調査,オアシスの設置,住民説明会

や公聴会の開催等を行い,流域住民の意見を収集・

参考,また,住民に公開した整備計画の作成を行うこ

とで,住民参加の川づくりに取り組んだ.	 

	 さらに,現計画を作成する上で一番の課題となっ

た緑の区間整備は,市街部親水検討会,また,WG,市街

部利活用検討会に引き継がれ検討されていった.市

街部親水検討会では周辺校区の自治会長らを検討会

の委員としたことで住民一体の川づくりになってい

る.こうした住民を川づくりに参加させようとする

取り組みは,分会・全体会の設置に現れ,引き続き取

り組まれている.	 

 
 
 
 
 
 

5.	 結論	 

	 
1) 白川は全体的に川幅が狭く,堤防の設置による

河道改修が必要とされていたが,市街部の白川
沿岸には不法占用物件が存在しており,その是
正が難航したことで市街部の白川整備の進捗

に影響を与えている.	 
2) 現在,市街部は,現計画策定後,緊急対策特定区

間に定められ河川整備が進んでいるが,中心市
街地に属している緑の区間は,市街部の中でも
氾濫の危険が高い区間であったにも関わらず,
堤防の設置含む河川整備が行われたのは,現計
画策定以降であり,それは,緑の区間の改修方法
の決定に時間を要したことに理由がある.	 

3) 緑の区間の改修方法が決定しなかった理由と

しては,従来は緑の区間の改修方法に緑保全や
住民参加の考え方が組み込まれておらず,緑保
全活動を行う周辺住民及びその組織や文化関

係団体に反対されていたからであり,彼等の行
動や意見は,改修方法に影響を与え,それに伴い,
改修方法が変化し,緑保全に関して詳細な部分
まで検討することとなっていった.最終的には
流域住民委員会で議論され作成された現計画

が,緑の区間の改修計画と決定され,整備が行わ
れることとなった.	 

4) 緑の区間整備の要因として,緑の区間の位置や
その景観及び環境に対する認知度の高さ,また,
それらの価値を認識した周辺住民や周辺住民

以外の方々による緑保全活動や,流域住民委員
会による住民意見の収集などは,それぞれ緑の
区間整備において力点を置く部分に反映され

ていると考えられる.	 
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HISTORICAL RESEARCH OF SHIRAKAWA RIVER IMPROVEMENT WORK IN 
THE AREA AROUND CITY CENTER  

 
Yutaro UEGUCHI, Yuji HOSHINO and Ichiro KOBAYASHI 

 
Sirakawa River in the downtown of Kumamoto city had a lot of flood risks, in the other hands, and was 

known as the scenic view represented ‘forest capital of Kumamoto’. In a long time, the conflict was una-
ble to be resolved. But now, the river improvement work of the area became integrated disaster preven-
tion and environmental conservation. This paper aims to describe the process of discussion about the im-
provement work and point out the factors of success thorough bibliographic and hearing surveys. In con-
clusion, this paper indicates that the main factors are the high degree of recognition and the way of citizen 
participation. 

 




